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令和５年度第７回（１０月度）役員会議事録 

会⾧ 大塚 邦丸 

監事 吉川 翰佑 

1. 開催日時     令和 ５年１０月１日（日） １０時３０分～１２時００分 

2. 開催場所     ちはら台自治会館 2 階大会議室 

3. 出席役員     会⾧（大塚）、副会⾧（川上・小出・小藥） 

理事（上川原・山口・岩月(委任出席)）、会計理事（石井） 

監事（吉川）、顧問（市野）    

４．概要（詳細は「5．内容」に示す） 

 （１）各担当より 9 月の活動状況の報告並びに１０・１１月の予定の確認がなされた。 

 （２）大塚会⾧より連合会からの報告事項について報告がなされた。 

   ①まちづくり意見交換会の実施結果  ②ちはら台公園施設工事計画（案）  ③広告付きバス

停整備計画  ④秋のあいさつ運動 

 （３）大塚会⾧より南５丁目自治会関連活動報告がなされた。 

   ①９月の資源回収実績  ②南５フェアの実施結果  ③ＳＮＳアプリ「ｂａｎｄ」の利用状況 

   ④令和５年度市原市清掃事業感謝状の贈呈について（南５自治会が表彰対象となった） 

 （４）大塚会⾧より検討事項となっている防災計画の作成について、基本的な方向性が示された。 

   今回の議論の内容を踏まえ、引続き検討していくこととなった。 

 （５）大塚会⾧より来年度に向けた各役員の業務内容の見直しについて、現状の調査結果と今後の

方向性（案）が示された。今回の議論の内容を踏まえ、引続き検討することとなった。 

 （６）ちはら台南中学校入口横にある掲示板に、自治会員からの掲示希望がある場合、希望する掲

示物を会⾧へ提示して許可を得ることとした。公益性があることや商用的でないことを確認の

上、掲示可能とすることとした。 
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５. 内容 

 （１）活動状況報告（９月１０日以降本日（１０/１）まで） 

  ① 防犯パトロール（川上副会⾧） 

   ・実施日時  ９月２３日(土) １９時から約３０分間実施 

   ・参加者数  1４名（A ブロック７名、Ｂブロック５名、Ｃブロック２名） 

 

  ② 公園清掃（小出副会⾧） 

   ・実施日時  ９月２４日(日) ８時３０分から約４０分間実施 

・担当班 B-４班  参加者数２３名  世帯参加率４７.１％ 

・ゴミ収集結果  可燃ゴミ６０袋、不燃ゴミ（ビン・カン）０袋、枝３束 

・清掃箇所  清水谷公園奥の遊歩道、その周辺の歩道  

・その他  「イチ推し」登録の指導で新たに 4 名登録（「Ｂａｎｄ」登録０名） 

 

③ 会計実績報告（石井会計理事） 

  詳細は資料１ 「１０月役員会会計報告（石井会計理事）」参照 

・収入 １２，８６４円（資源回収７，３０４円、市原市資源ごみ助成５，５６０円） 

   ・支出 １１，９５３円（南５フェア関連１１，９５３円） 

   ・下期の自治会費集金について  １０月９日～１０月２１日（文書発出予定） 

   ・下期の自治会費徴収の有無、金額１，０００円で問題ないかについて、全体予算等をみて検

討中である。検討結果をメールにて役員に報告予定。メール決裁をお願いしたい。  

    

 （２）１０月・１１月の行事確認及び役割分担確認 

    資料２「１０月・１１月の行事確認及び役割分担確認」のとおりとすることが確認された。 

   １０月 

    ・市民体育祭    １０月 ８日（日） 1０：００～ 

    ・公園清掃     １０月２８日（土）  ９：００～ 

    ・防犯パトロール   １０月２８日（土）  １9：００～ 

    

１１月 

    ・防災訓練     １１月 ５日（日）  ９：００～ 

      大塚会⾧、川上副会⾧が参加予定。その他参加できる人は参加してください。 

    ・公園清掃     １１月２５日（土）  ９：００～ 

    ・防犯パトロール  １１月２５日（土） １９：００～ 

    

（３）連合会からの連絡事項（大塚会⾧） 

   ① まちづくり意見交換会の実施結果について 

     資料３ 「まちづくり意見交換会実施結果について」参照 

    ・来春完成予定のちはら台公園内施設についての意見交換会 

    ・今回のテーマは施設内にできるキッズスペースについてであったためか、子育て中の 



3 
 

     母親の参加が多く見られた。 

・どのようなものをつくったら喜んでもらえるか等話し合い、模型を作製して発表を行 

 った。 

 

   ② ちはら台公園施設設置工事計画（案）について 

     資料４ 「ちはら台公園施設工事計画（案）について」参照 

    ・建築面積約２５０㎡で平屋の建物 

    ・カフェやヨガのスクールの他に、座席スペースの近くに子どもの遊び場も作る。 

 

   ③ 広告付きバス停整備計画（案）について 

     資料５ 「広告付きバス停整備計画（案）について」参照 

・７か所のバス停（上り下りで計１４か所）を建て替える。 

・屋根付き・広告付き、照明・ベンチも付ける。 

・広告事業収入によって、設置から維持管理まで無償で運用する（自治会の負担なし）。 

・今月中にアスファルトの切断等試掘工事を行う予定。 

・バスの運行状況が分かるような高機能のバス停の設置予定はないとのこと。 

 

   ④ 秋のあいさつ運動について 

     資料６ 「【福祉・文教委員会】秋のあいさつ運動について」参照 

    ・１１月６日（月）～１０日(金) 実施予定 

    ・参加できる人は参加してください。 

     

（４）報告事項（大塚会⾧） 

  ① 9 月の資源回収実績について 

    資料７ 「９月の資源回収実績について」参照 

   ・先月より全体回収量は減少したが、アルミ缶・ペットボトルが増えてきたので、回収物を

入れる袋を配布しても良いのではと考えている。 

   ・グラフに回収量だけでなく、金額も入れた方が分かり易いと思う。（小出副会⾧） 

 

  ② 南５フェアの実施結果について 

    資料８ 「南５フェアの実施結果について」参照 

   ・９月９日（土）実施し、２６世帯 ４３名が参加した。 

    子どもは何名か（市野顧問）→５名参加した 

   ・当初８７名参加予定で、９０名分用意した。（費用は約 50,000 円） 

   ・参加者からも好評であった。 

   ・来年度計画のために後日アンケートを取りたいと考えている。（小藥副会⾧） 

 

  ③ＳＮＳアプリ「ｂａｎｄ」の利用状況について 

     資料９ 「ＳＮＳアプリ「ｂａｎｄ」の利用状況について」参照 

   ・現在５１名登録（Ａブロック１４名、Ｂブロック２９名、Ｃブロック８名） 
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    フィーチャーフォン（ガラ携帯）、パソコンでも使えるアプリである。引続き周知を図っ

ていきたい。 

   ・公園清掃実施日延期の連絡等に活用したい。（小出副会⾧） 

 

  ④ 令和５年度市原市清掃事業感謝状の贈呈について 

    資料１０「令和５年度市原市清掃事業感謝状の贈呈について」参照 

   ・清掃事業の振興発展に貢献し、その功績が顕著である団体として、今回、南５丁目自治会

が選ばれた。（１０月２８日に市役所で表彰式がある） 

   ・今回の表彰は資源回収部門での表彰とのことであった。（後日確認） 

   ・清掃ボランティアの方は毎年表彰されてもいいのではないか。（市野顧問） 

   ・確かに良くやってくれていて、頭の下がる思いである。しかし、清掃ボランティアは自治

会活動とは別の活動であると聞いている。自治会として推薦するのは矛盾があると感じる 

   ・毎月清掃活動をしているが、公園に限らず街路樹の周りの除草等を有志で実施することも

良いのではないかと思っている。みんなで少しずつやれば負担も少なくていいと思う。

（大塚会⾧） 

・清掃ボランティアの方には、道路脇の除草時、道路側に出ないよう今後とも注意喚起を 

続けて行く。 

 

 （５）検討事項（大塚会⾧）） 

   ① 防災計画の作成について 

     資料１１ 「防災計画の作成について」参照 

ａ 大塚会⾧より防災計画作成の基本的な考え方について、資料をもとに説明があった。 

 【骨子】 

 ・基本方針：自分の身は自分で守る。 

 ・ハザードマップ、マイタイムラインや防災チェックリストを掲載する。 

 ・お互いの安否確認方法を明確にする（Ｂａｎｄや安否確認カード）。 

 ・共助体制の結成（必要に応じ余力のある人が集まり結成する） 

 ・６０代、７０代が中心の南５丁目に合った、無理のない計画を作成する。 

 ・役員や班⾧の明確な役割分担は行わない。（平日働いている人が多いと思われ、防災上

の役割分担が今後自治会活動への参加の可否に関係してくると考えられるため） 

 

ｂ 質疑、意見 

 ・会⾧不在時の代行は副会⾧が務めたらどうか。また、明確な役割分担は決めないとの

ことだが、会⾧・副会⾧等のやるべきことをある程度決めておかないと、いざという

時に行動できないのではないか。(市野顧問) 

 ・仕事で留守にしている家が多く、自分の住まいを守ることができない場合が多い。 

  従って、普段居る人がやらねばならない。自分の身をどうやって守るか、事前に分か

るようにしておくことが必要であり、自分の身を守るための情報提供をする必要があ

る。（小藥副会⾧） 

 ・コミュニケーションツールをうまく使い、救助が必要な人、救助に回れる人を素早く
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確認できるような柔軟な体制づくりをしていきたい。（大塚会⾧） 

 ・最も必要なのは電源であろう。電気自動車の購入時に補助金が出る所もあると聞いて

いる。スマホへの充電とかに使えることを期待されているのかと思う。（小藥副会⾧） 

 ・役員としての責任を果たすことができないとの心配をしている人も多くいると聞いて

いる。（大塚会⾧） 

 ・「ゆうゆう会」には６０代の比較的若い人がかなりいる。その人たちの助力を得ること

を考えてもいいのではないか。その時にできる人が、できることをやることになるの

だと思う（市野顧問） 

 ・小出副会⾧に整理していただいた過去の災害事例と教訓については、その中で共助の

果たした役割等を取り上げて、防災計画の中に取り入れる予定。（大塚会⾧） 

 ・本日の意見を踏まえて防災計画を作成する。作成したものについて再度議論したい。 

  （大塚会⾧）） 

 

②来年度に向けた各役員の業務内容見直しについて 

  資料１２「来年度に向けた各役員の業務内容見直しについて」参照 

 ａ. 大塚会⾧より見直し内容（案）について、資料をもとに説明があった。 

  【骨子】 

  イ. 役員の任務・業務の整理（現状把握） 

現自治会規則第１２条・第１８条に記載されている各役員の任務、及び実際に 

行っている業務の整理 

  ロ. 来年度に向けた各役員の任務・業務・報酬の見直し及び役員会の運用等の見直し 

    （提案事項） 

   ・定例役員会のやり方の変更 

・報告・連絡のみであれば役員会は開かず、メールで行う。 

     ・話し合いには、班⾧も含める。 

     ・議事録作成は参加者の中で輪番制で行う。 

   ・副会⾧の業務の見直し 

     各副会⾧に付随している業務を分離し、副会⾧は各ブロックの総括のみを担当 

する。 

   ・防犯、清掃、行事、広報担当理事の新設 

     ・現状各副会⾧に付随している業務を担当する理事を新設する。 

     ・広報担当理事はホームページの作成、更新、イチ推し、Band の広報活動を担 

うもの。 

   ・役員報酬の見直し 

     ・役員報酬を減額する方向で見直す。（具体的内容は資料参照） 

     ・班⾧を役員とみなし、報酬を支給する。 

   ・役員、班⾧の任期の見直し 

     現行 1 年間の任期単位を 1 か月単位として、みんなで少しずつ回すことも可能 

にする。  

   ・各役員が班⾧や他の役員の兼務をすることを可能にする。また、班⾧を自ブロッ 
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クや自班に固定せず、他ブロックや他班の班⾧になることを可能にする。 

        ・回覧資料の電子化 

         回覧資料はホームページで見てもらえるため、回覧板は必要な家庭のみに回覧す

る（回覧板の必要の有無を調査したうえで） 

        ・自治会費の減額、年 1 回の集金 

         経費を見直し、年６，０００円の自治会費を半額の年３，０００円を目標に減額

するとともに、集金を年 1 回とする。 

 

      ｂ. 質疑、意見 

       ・役員のメンバーはある程度成熟していることが必要だと思う。そのため余り短期で

メンバーを変えるのは、望ましくないのではないか。多くの人が参加することと、

インターバルとは、直接結びつかないのではないか。（小藥副会⾧） 

       ・できない人に回ってくることへの配慮が必要ではないか。（小出副会⾧） 

       ・役員や班⾧の業務を実施することが難しい人は、役を回避できることになっている

が（自治会規則施行細則第 9 条）、現行の決まりでは不明確な面があるため、再度

確認し見直しを行った方が良い。（石井会計理事） 

       ・役員をやって良かったという人の情報を、もっと伝えることが必要ではないか。 

        （小藥副会⾧） 

       ・一気にいろいろ変えるのではなく、年 1 回程度段階を踏んで、変えていくことの方

が良いのではないか。（石井会計理事） 

・班⾧への報酬において、支給は良いが、会費免除という形は不適切だと思う。 

お金の出入りは同じであるが、予算の中から支払うという形にした方が良い。 

（市野顧問） 

       ・正直なところ、役員や班⾧を進んでやりたいという人は少ないと思われる。我々今 

        の役員も順番が回ってきて、それぞれの役割を務めているが、誰もが回ってくる順

番どおりに都合がつくわけでもなく、それを負担に思い、気に病み、自治会を脱退

する人も多くいる。また一方で役員を務めあげた後、多くの方が自治会活動から身

を引いてしまう傾向も感じられる。1 年は無理でも 1 月だけならできるかもしれな

い、という自発的な姿勢や、多くの人に広く、薄く、⾧く関わってもらい続けるこ

とが自治会全体をより良くすると考えての提案である。体制に人を合わせるのでは

なく、人に合わせた体制を作っていきたい。（大塚会⾧） 

 

     ③ その他 

     ａ 南５丁目の掲示板（ちはら台南中学校入口付近に設置してある）への掲示について 

      ・自治会員から、掲示したいとの希望が出されている。どのように対処したらよいか 

       （小出副会⾧） 

       → 掲示物（案）を会⾧に提示し、許可を得てほしい。公益的な情報で商用的な目的

でなければ、問題ないと考えている。（大塚会⾧） 
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（６）添付資料 

   １．１０月役員会 会計報告（石井会計理事） 

   ２．１０月・１１月の行事確認及び役割分担確認 

   ３．まちづくり意見交換会実施結果について 

   ４．ちはら台公園施設工事計画（案）について 

   ５．広告付きバス停整備計画（案）について 

   ６．【福祉・文教委員会】秋のあいさつ運動について 

   ７．９月の資源回収実績について 

   ８．南５フェアの実施結果について 

   ９. ＳＮＳアプリ「ｂａｎｄ」の利用状況について 

  １０．令和５年度市原市清掃事業感謝状の贈呈について 

  １１．防災計画の作成について 

  １２．来年度に向けた各役員の業務内容見直しについて 

                 以 上 

                                                                    


